
あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。

〒811-3293（住所不要）
福津市役所広報秘書課 広報ふくつ行
☎43・8113

まちのわだい

市民広報ボランティア

姉妹が力を合わせて

雅
みやび

な音が心に響く

愛情を感じるこの１枚

　５月１９日に全九州学生春季卓球選手権大会が熊
本市で開催され、九州産業大学の宮崎鈴菜さん（３年
生）と宮崎愛恵さん（２年生）姉妹（花見２区）が、女子
ダブルスの部で優勝を果たしました。
　姉の鈴菜さんの得意技は前陣でのブロック。相手
のスピードある球に瞬時に反応して的確に返球しま
す。妹の愛恵さんはバックハンドドライブが得意技。
ラケットのバック面で球に前回転を掛けながら強打
し、ポイントを重ねます。
　２人は１０月に横浜市で開かれる全日本大学選手
権大会に出場します。姉妹は「１つでも多く勝てるよ
う頑張りたいです」と意気込みを語っていました。

　６月１７日、古民家ぎゃらりー畦で西教寺雅楽会「美
み

妙
みょう

音
おん

」による演奏会が開かれました。「越
え

殿
てん

楽
らく

」や「陪
ばい

臚
ろ

」、「も
ののけ姫」、「ふるさと」などが演奏され、雅な音に包ま
れました。
　雅楽クイズや雅楽体験もあり、子どもたちは雅楽に対
する知識を深めながら、さまざまな雅楽の楽器を体験し
ていました。

　吉田弦矢さん（宮司３区）が撮影した写真が、福岡県写
真文化協会第７０回大会で金賞を受賞しました。吉田さ
んは「自然な表情を引き出すことを心掛けています。カ
メラがあることを感じさせないことが大切」と語っていま
した。
　８月１４日から１９日まで遠賀信用金庫みやじ参道支
店ギャラリーで「手紙写真展」と題して、吉田さんが撮影
した家族写真が展示されます。 ▲球のスピンを確認しながら、返球する愛恵さん▲雅楽体験で鉦

しょう

鼓
こ

を叩く子どもたち

▲受賞作品と賞状を手にする吉田さん

おすもう大会

　６月９日、若木台幼稚園で「おすもう大会」がありま
した。この日は家族参観日で、お父さん、お母さん、
卒園児たちも来ていました。
　まわしを締めた小さな力士たちがとても勇ましく見
えました。決勝戦は全員が見守る中で行われ、緊張感
あふれる一瞬でした。日本古来の「相撲」に改めて魅力
を感じた一日となりました。
 【占部祥代】

子育てサロンポレポレ

　福間中学校で子育てサロンポレポレがありました。
家庭科の授業で、中学生のお兄さんお姉さんが、遊
びにきた乳幼児の親子と交流します。
　どきどきしながら赤ちゃんを抱っこする中学生の
笑顔とそれを見守る母親の温かなまなざしがとても
印象的でした。
 【下田弘美】

雨やどり市

　津屋崎千軒の一角にあるカフェアンドギャラリー
古小路で６月２４日、手作りのお菓子や雑貨が並ぶ
「雨やどり市」が開かれました。
　福津市、宗像市、福岡市でお店を構える作家さん
たちが参加。土間スペースではアコースティックラ
イブも開かれ、集まった人たちはおしゃれな小物や
軽食を楽しみながら、やさしい音楽と外の雨音に耳
を傾けました。 【村田】

淡路人形浄瑠璃を学校で体験しました

　小・中学校などに一流の文化芸術団体や芸術家を派
遣する「次世代を担う子どもの文化芸術体験事業」と
して、６月５日、勝浦小学校で淡路人形浄瑠璃の語り
や実技の指導が行われました。
　９月２７日には勝浦小学校体育館で淡路人形座の
本公演があります。子どもたちも浄瑠璃を語り、人
形を遣って共演をします。どうぞお楽しみに！
 【嶋田久美子】

全九州学生春季卓球選手権大会　女子ダブルス優勝

西教寺雅楽会「美妙音」演奏会

写真コンテストで金賞受賞
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まちのわだい
みん
な大
好き
！ ★

　★　★
　★　★

★　★
わが家の宝わが家の宝

市民広報ボランティア

囲碁　津屋崎小学校が全国大会へ

　６月１７日に行われた第９回文部科学大臣杯小・中学校
囲碁「団体戦代表」福岡県南地区選抜大会で、津屋崎小学
校が準優勝し、７月２９日の全国大会に出場となりました。
　３人は津屋崎囲碁センターダルマ塾の西野輝昭先生の
指導のもと、三輪真之祐さんは幼稚園から、濱田凌さん、
濱田航さんは小学校１年生から囲碁を習い始めました。
　主将の三輪真之祐さんは「ベスト８に入りたい」と目標
を語りました。

　６月２４日津屋崎千軒なごみでクラシックギターの
コンサートが開かれました。演奏したのは全日本アマ
チュアコンクールで１位に輝いた山室敏博さんです。
　確かなテクニックと洗練された表現で「禁じられた遊
び」やバッハの「無伴奏チェロ組曲」などを熱演。訪れた
人は、ギターから紡ぎだされる甘く切ない音色に、耳
を澄ませていました。

　自分たちのまちを自分たちで守るために組織されてい
る消防団。火災現場などで男性が活躍していることが想
像されますが、全国には女性で組織されている女性消防
団（班）があります。７月７日、福津市消防団に女性消防
班として１０人の女性消防団員が誕生しました。地域住
民への防火・防災指導や応急手当の指導、非常災害時の
支援活動などを行います。

▲左から濱田航さん、三輪真之祐さん、濱田凌さん ▲うっとりするほど美しいギターの音色

▲消防団長から辞令を受け取る中野雄子さん

全日本アマチュアコンクール１位の実力

女性の視点を活かして

坂
さか

本
もと

　一
いち

太
た

ちゃん
平成２３年６月２８日生

大和１区

　一太くん１歳のお誕生日おめでと
う♡ますます元気いっぱい、笑顔いっ
ぱい、日々成長していく姿をたのも
しく思います。一太くんの初めてを
たくさん経験していこうね☆

 南
みなみ

　希
のの

佳
か

ちゃん
平成２３年７月３０日生

四角区

　１歳のお誕生日おめでとう。これ
からも、明るく元気いっぱい大きく
なってね☆

立
たち

川
かわ

　蓮
れん

ちゃん
平成２３年８月１０日生

東福間７区

　蓮くんお誕生日おめでとう。体は
小さいけれど元気いっぱいの蓮くん。
　いつも笑顔で甘えん坊な蓮くんが
大好きだよ♡
　これからも笑顔を絶やさず、どん
どん大きくなってね！ 福津市消防団　女性消防　結成式

昼下がりコンサートが開かれました第９回文部科学大臣杯小・中学校囲碁「団体戦
代表」福岡県南地区選抜大会で準優勝

空きスペースのあじさい

　約５年前「何も
なかったらさびし
いから」と大和町
商店街通りの空き
スペースに少量の
あじさいを植えた
林喜代子さん。
　丹精込めて育て
たあじさいには温
かいドラマが…ご
近所のかたがペッ
トのふん禁止の立
札作りに協力した
り、草取りをしたりと大切に守ってきました。今では
道行く人が足を止めるほどです。今年も美しいあじさ
いが咲きました。
 【櫻井紀子】

親子わらべうた

　６月１３日「親子わらべうた」がふくとぴあであり
ました。講師は広渡しずさん。顔あそびや足のせを
して、みんなで輪になってわらべうたで遊びました。
　最後はおんぶをして子守歌を歌いながら自由に動
き回り、子どもたちはお母さんの歌声にうっとり。
おもちゃを使わない、親と子の手の触れ合いが感じ
られる一時間でした。
 【西ノ原ゆき子】

聖愛幼稚園　花の日訪問

　６月１１日花の日訪問がありました。園児たちは
家から持ち寄った花を交番、ＪＲ、市役所などに届
けました。
　園児たちは「いつもありがとうございます」と感謝
の気持ちを伝え、讃美歌「この花のように」を歌いま
した。花束を受けとった皆さんは「これからもがん
ばります」と決意を新たにしたようでした。
 【中山和恵】

男性合唱団「メンネルコール福津」定期演奏会

　６月２４日カメリアホールで「メンネルコール福津」
の第４回定期演奏会がありました。メンネルコールは
平成８年に発足。公民館祭りや文化祭など精力的に
活動しています。
　３８歳から８２歳までの幅広い年齢の男性団員の
豊かな声が会場に響き渡り、聞く人たちに大きな感
動を与えていました。
 【山本武利】
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（お便りを送ってください）

　自由投稿コーナー「聞いちゃってんしゃい！ふくつ便」では、皆さんから
の自由な意見・要望・談話などを投稿・紹介しています。
　福津市をもっと住みよく、もっと楽しくするためには皆さんの声がとても
重要です。皆さんのさまざまな話をお聞かせください。お待ちしています。
※誌面の都合により、掲載できないことがあります。

聞いちゃってんしゃい！聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便ふくつ便

聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便

点線に沿って切り
抜き、必要事項を書
いて、切手を貼って
投稿してください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

福津市役所広報秘書課
広報広聴係 行

■ 氏名

■ 年齢　　　　 歳

■ 住所

■ 電話（　　  　　）　　　　-

〒　　　　-

■ 性別  　男   ・   女

■ ペンネームまたはイニシャル

　 フリガナ

※記載がない場合は、実名での掲載とさせていただきます。

市広報秘書課
（福間庁舎）
☎ 4 3 ･ 8 1 1 3

問い
合わせ

自由投稿
コーナー

桜
の
想
い
出

匿
名
希
望

　

少
し
お
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
私

の
主
人
は
２
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
農
業
一
筋
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

約
60
年
前
の
こ
と
で
す
。
自
然
の

山
を
切
り
開
き
、
そ
こ
に
小
さ
な
遊

ぶ
と
こ
ろ
を
作
り
た
い
と
願
っ
た
の
で

す
。
私
も
一
緒
に
山
の
頂
上
に
15
本
の

桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
山
開
き
を

催
し
ま
し
た
。
山
開
き
に
は
当
時
の

福
間
町
長
も
喜
ん
で
参
加
さ
れ
、「
い

ず
れ
ミ
ニ
公
園
に
し
た
い
も
の
で
す

ね
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

年
月
は
過
ぎ
主
人
も
病
に
倒
れ
無

残
に
も
言
葉
が
出
な
く
な
り
、
病
院

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

私
の
方
も
身
体
を
壊
し
、
肺
が
ん
と

名
の
付
い
て
い
る
病
と
な
り
、
手
術
と

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
家
族
の
長
男
の

世
話
に
な
っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
す
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
桜
の
山
も
毎

年
立
派
な
花
を
付
け
ま
す
が
、
も
う

手
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

福
津
市
の
か
た
や
歩
こ
う
会
の
か

た
に
お
花
見
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う

次
第
で
す
。
場
所
は
内
殿
と
本
木
の

境
で
す
。
無
き
主
人
が
喜
ぶ
か
と
思
い
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
ご
一
報
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

まちのわだい

▲小さいお子さんはお父さんやお母さんに教わりながら植えました

　６月９日、西郷川花園横の水田で親子２０家族と

大和保育所の園児およそ１００人が参加して米づく

り体験をしました。

　初めて田植えを体験する人は、水田を歩くのもやっ

とな様子。苗の植え方や植える間隔を農家の方に教

わりながら、自分の受け持ちの区画を少しずつ植え

進めていました。

　田植えの後には「田植えだご」と呼ばれる団子が振

る舞われたり、クリームスイカ争奪じゃんけん大会

が行われたりして、大いに盛り上がりました。

　秋には実ったお米を自分で刈り取って収穫する予

定です。

　福岡県と県内の市町村では７月を「同和問題啓発強

調月間」と定めて差別意識の解消に繋がる活動に取り

組んでおり、その一環として、７月２日にＪＲ福間

駅とイオン福津店で街頭啓発活動を行いました。

　市長や副市長、人権擁護委員などが街頭で啓発グッ

ズを手渡しで配布し、一人ひとりに人権意識の向上

を呼びかけました。

　６月２２日から７月２日までの１１日間、津屋崎千軒

なごみで津屋崎陶芸同好会の作品展が開催されました。

　花瓶や壺、ランプシェイドなどさまざまな作品がな

らびました。どの作品も趣味とは思えない本格的な物

ばかりでした。作品の独創性や美しい形に、見に来た

人は、感嘆の声をもらしていました。▲人権意識の向上を呼びかける人権擁護委員

▲陶器のランプシェイドなどが並びました

７月は同和問題啓発強調月間

趣味を越えた陶芸
津屋崎陶芸同好会作品展

街頭啓発活動を行いました

秋の収穫が楽しみです
米づくり体験をしました
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